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令和8年度一般会計予算審議和8年度一般会計予算審議令和令和
3月定例会代表・一般質問

希望に胸ふくらむ一年生（吉原小学校）



　令和8年3月定例会は、2月24日から3月27日までの32日間開催されました。市長から提案された議案は、令
和8年度予算9件、令和7年度補正予算5件、条例18件、その他3件の35議案を審議した結果、全議案を原案の
とおり可決・承認しました。加えて、議会提出議案の「舞鶴市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一
部を改正する条例制定」1件を可決するとともに、決議2件のうち「ウズベキスタン共和国フェルガナ州リシタン地
区との姉妹都市締結に関する決議」を可決し、残り1件を否決しました。

●「未来に希望がもてる活力あるまち・舞鶴」を実現するため、市の未来を決定づける「未来への戦略的な集中
投資期間」と位置づけ、小中学校給食の「通年での完全無償化」を実現するとともに、中央図書館や中地区の
公立認定こども園の整備といったインフラ更新をはじめ、福祉人材を確保する「まいづる福祉人材未来プロ
ジェクト」や、子どもたちの夢を育む地域クラブ活動「まいかつ」の本格始動といった「人への投資」を進める
ほか、公的４病院の再編・統合に向けた協議など、市制施行以来、過去最高額となった令和８年度一般会計
予算420億3967万円を可決

● エネルギーや資材高騰の影響を受ける市内全事業者を対象とした緊急的な追加支援を行うほか、国支出金の
追加交付等による重要文化財赤れんが倉庫整備事業など、令和７年度一般会計補正予算（第8号）を可決
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のあらまし

●「未来に希望がもてる活力あるまち・舞鶴」を実現するため、市の未来を決定づける「未来への
投資期間」と位置づけ、小中学校給食の「通年での完全無償化」を実現するとともに、中央図書
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一般会計予算

特別会計予算

単位：百万円

会  計  区  分

国民健康保険事業会計

貯木事業会計

駐車場事業会計

介護保険事業会計

後期高齢者医療事業会計

65億5102万円

300万円

4400万円

89億9985万円

89億9105万円

880万円

17億7390万円

173億7177万円

71億1284万円

230万円

3653万円

88億8641万円

88億7836万円

805万円

17億170万円

177億3978万円

△7.9%

30.4%

20.4%

1.3%

1.3%

9.3%

4.2%

△2.1%

保険事業勘定

介護サービス事業勘定

合　　　計

8年度

特　別　会　計
7年度 伸び率

公　営　企　業　会　計

会  計  区  分

32億3370万円

68億330万円

13億9641万円

114億3341万円

33億1250万円

62億9770万円

12億4098万円

108億5118万円

△2.4%

8.0%

12.5%

5.4%

288億518万円 285億9096万円 0.7%

水道事業会計     

下水道事業会計

病院事業会計 

合　　　計

特別会計　総計

8年度 7年度 伸び率

歳　入
42,040

自
主
財
源財

依
存

源

市税
11,530（27.4%）

自主財源
17,197
（40.9%）

依存財源
24,843
（59.1%）

諸収入
1,232（2.9%）

繰入金
3,050（7.3%）

その他
1,385（3.3%）国庫支出金

7,567（18.0%）

地方交付税
7,278（17.3%）

府支出金
3,861（9.2%）

その他
3,530（8.4%）

市債
2,607（6.2%）

歳　出
42,040

民生費
14,957（35.6%）

総務費
6,345（15.1%）

教育費
5,529（13.2%）

公債費
3,646（8.7%）

消防費
1,532（3.6%）

議会費他
397（1.0%）商工費

936（2.2%）

農林水産業費
895（2.1%）

衛生費
3,874（9.2%）

土木費
3,929（9.3%）
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Ｑ

今
回
の
総
選
挙
か
ら

変
更
し
た
投
票
所
と
変
更

の
理
由
は

Ａ　
高
野
小
学
校
か
ら
城

南
会
館
、
池
内
小
学
校
か

ら
池
内
公
民
館
に
投
票
所

を
変
更
し
た
。
こ
の
変
更

は
、
長
時
間
に
わ
た
り
業

務
に
従
事
す
る
投
票
管
理

者
や
立
会
人
等
の
事
務
従

事
者
に
と
っ
て
、
空
調
設

備
の
な
い
環
境
で
の
業
務

が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
た
た
め
、
そ
の
負
担
軽

減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
空
調
完
備
の
施
設
へ

見
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

４
月
の
京
都
府
知
事
選
挙

で
は
、
さ
ら
に
３
カ
所
の

変
更
を
予
定
し
て
い
る
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
経
費

不
登
校
支
援
等
推
進
経
費

算
額
が
年
々
上
が
り
、
令

和
８
年
度
は
３
２
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
が
、
具

体
的
な
内
訳
と
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
委
託
費
に
多
額

の
費
用
が
か
か
る
理
由
は

Ａ　
予
算
の
内
訳
は
、
コ

ン
サ
ル
委
託
費
３
０
０
０

万
円
と
広
報
周
知
経
費
２

０
０
万
円
で
あ
る
。
委
託

費
の
う
ち
２
５
０
０
万
円

は
パ
タ
ー
ン
別
の
経
営
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
、
残

る
５
０
０
万
円
は
整
備
計

画
等
の
検
証
に
充
て
る
も

の
で
あ
る
。

　

外
部
委
託
の
理
由
は
、

病
院
再
編
に
は
経
営
、
施

設
整
備
、
法
的
ス
キ
ー
ム

構
築
と
い
っ
た
高
度
な
専

門
性
が
不
可
欠
で
あ
り
、

市
職
員
だ
け
で
は
不
足
す

る
専
門
的
知
見
や
ス
ピ
ー

ド
感
を
補
う
た
め
、
全
国

の
先
行
事
例
に
精
通
し
た

ス
タ
ッ
フ
や
公
認
会
計
士
、

建
築
士
な
ど
の
外
部
専
門

家
チ
ー
ム
を
活
用
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

一
定
の
報
告
が
で
き
る

段
階
に
な
れ
ば
、
市
民
の

皆
さ
ま
へ
説
明
す
る
予
定

で
あ
る
。

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー

創
生
事
業
費

専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
７
号
））

〈
概
要
版
〉Ｄ
Ｘ
推
進
に

係
る
取
組

Ｑ

市
が
発
行
す
る
個
人

宛
の
通
知
（
封
書
等
）
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
、
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
受
け
取
れ
る

「
デ
ジ
タ
ル
ポ
ス
ト
機
能
」

に
つ
い
て
、
公
式
な
通
知

の
送
付
手
段
と
し
て
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
る
の
か

Ａ　
社
会
全
体
で
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
が
進
む
中
、

行
政
だ
け
が
現
状
の
ま
ま

で
よ
い
の
か
と
い
う
課
題

が
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
で
の

情
報
受
渡
し
の
環
境
整
備

は
、
今
後
の
市
政
運
営
に

お
い
て
必
要
で
あ
る
と
整

理
し
た
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
ポ
ス

ト
機
能
は
、あ
く
ま
で
「
通

知
を
デ
ジ
タ
ル
で
受
け
取

り
た
い
」
と
自
ら
意
思
表

示
し
た
方
に
対
し
、
利
便

性
向
上
の
た
め
の
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
提
供
す
る
。

Ｑ

医
療
機
能
最
適
化
検

討
事
業
費
に
つ
い
て
、
予

医
療
機
能
最
適
化
検
討

事
業
費

令
和
８
年
度

一
般
会
計
予
算

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
８
号
）

Ｑ

令
和
８
年
度
か
ら
不

登
校
児
童
生
徒
へ
の
相
談

体
制
を
ど
の
よ
う
に
強
化

す
る
の
か

Ａ　
こ
れ
ま
で
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
内
で
い
じ
め
相

談
室
が
担
っ
て
き
た
機
能

を
拡
充
し
、
学
校
生
活
相

談
係
と
し
て
、
い
じ
め
相

Ｑ

支
援
の
全
体
像
は

Ａ　
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
長
し

て
い
く
よ
う
に
、
ス
タ
ー

ト
の
時
点
か
ら
、
資
金
調

達
や
販
路
拡
大
、
事
業
者

同
士
の
交
流
に
よ
る
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
な
ど
、

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施

設
の
設
置
も
含
め
て
、
安

心
し
て
相
談
・
挑
戦
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
環
境

を
整
え
る
。

Ｑ

補
助
制
度
は
、
ど
の

よ
う
な
仕
組
み
を
想
定
し

て
い
る
の
か

Ａ　
制
度
全
体
の
仕
組
み

や
補
助
対
象
者
の
決
定
方

法
な
ど
は
、
連
携
す
る
民

間
事
業
者
と
と
も
に
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
支

援
と
な
る
よ
う
検
討
し
て

い
く
。

談
に
加
え
、
保
護
者
や
学

校
が
抱
え
る
幅
広
い
課
題

に
も
対
応
で
き
る
体
制
へ

と
強
化
す
る
。
相
談
機
能

を
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
内

か
ら
本
庁
の
教
育
委
員
会

に
配
置
す
る
こ
と
で
、
よ

り
迅
速
で
機
動
的
な
支
援

が
行
え
る
体
制
を
整
備
す

る
。
ま
た
、
職
員
も
現
在

の
２
人
か
ら
４
人
へ
増
員

し
、
多
様
化
す
る
学
校
現

場
の
課
題
に
対
し
、
早
期

発
見
、
早
期
解
消
を
図
る

支
援
の
充
実
に
努
め
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
８
号

水
田
水
利
施
設
渇
水
対
策

事
業
費
補
助
金

Ｑ

事
前
に
ニ
ー
ズ
調
査

を
実
施
し
た
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
全
て
の
要
望
に

応
え
ら
れ
る
予
算
と
な
っ

て
い
る
の
か

Ａ

相
談
件
数
と
し
て
は

31
件
あ
っ
た
が
、
そ
の
中

に
は
、
今
回
の
制
度
の
要

件
に
合
わ
な
い
も
の
が
あ

り
、
別
の
交
付
金
等
を
御

案
内
し
た
も
の
も
あ
る
が
、

要
件
に
合
う
も
の
に
は
対

応
で
き
る
予
算
を
計
上
し

た
。

予
算
決
算
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

　

工
事
請
負
契
約
の
契
約

金
額
を
２
億
４
５
３
０
万

円
か
ら
４
８
３
８
万
９
千

円
増
額
の
２
億
９
３
６
８

万
９
千
円
に
変
更
す
る
と

と
も
に
、
工
期
を
令
和
８

年
３
月
10
日
ま
で
か
ら
令

和
８
年
３
月
27
日
ま
で
に

変
更
す
る
も
の
。

Ｑ

請
負
契
約
変
更
内
容

はＡ　
現
在
、
仮
設
工
事
、

解
体
調
査
工
事
を
国
の
補

助
金
を
活
用
し
実
施
し
て

い
る
が
、
交
付
決
定
済
み

の
国
庫
補
助
金
を
活
用
し
、

次
年
度
予
定
の
耐
震
補
強

工
事
の
た
め
の
建
物
内
部

の
足
場
設
置
な
ど
、
安
全

対
策
・
仮
設
工
事
を
前
倒

し
て
実
施
す
る
。

工
事
請
負
契
約
の
変
更

（
重
要
文
化
財（
建
造
物
）

舞
鶴
旧
鎮
守
府
倉
庫
施

設
舞
鶴
海
軍
需
品
庫
需

品
庫（
６
号
棟
）保
存
修

理
工
事
）

市
民
文
教
委
員
会

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　
　

論

採
決
結
果

代
表
質
問

一
般
質
問

市
議
会
の
情
報
発
信

決　
　

議

定
例
会
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

3 議会ナビまいづる No.201

本会議において付託された議案は、市民文教委員会5件、産業建設委員会2件、
福祉健康委員会3件、総務消防委員会11件、予算決算委員会14件であり、

それぞれの委員会で審査しました。

衆最審 専求（令補 予主

会2件、
であり、
ました。

常任委員会の審査報告



25
議
案
に
賛
成
し
、
10

議
案
に
反
対
す
る
。

　

物
価
高
騰
に
追
い
つ
か

な
い
賃
金
や
目
減
り
す
る

年
金
で
苦
し
む
市
民
生
活

を
考
え
、
不
要
不
急
の
大

型
開
発
や
無
駄
な
予
算
は

や
め
て
、
本
市
財
政
運
営

を
市
民
の
暮
ら
し
、
福
祉
、

教
育
を
最
優
先
に
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
一

般
会
計
予
算
に
は
、

赤
れ
ん
が
周
辺
等

ま
ち
づ
く
り
事
業
、

自
衛
官
募
集
事
務
、

整
備
新
幹
線
誘
致

推
進
費
、
乳
児
等

通
園
支
援
事
業
、

舞
鶴
市
統
一
学
力

診
断
テ
ス
ト
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
反
対

す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
会

計
で
は
、
４
年
連
続
保
険

料
が
値
上
げ
と
な
り
、
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計

に
つ
い
て
も
、
子
ど
も
子

育
て
支
援
金
が
徴
収
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

　

４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

は
、
保
育
の
質
の
確
保
や

市
の
公
的
責
任
が
あ
い
ま

い
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関

連
す
る
条
例
制
定
２
件
に

つ
い
て
、
反
対
す
る
。

　

赤
れ
ん
が
保
存
修
理
工

事
に
関
し
て
は
、
６
、
７
、

８
号
棟
は
国
所
有
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
費
１
０
０
％

で
事
業
化
す
べ
き
も
の
と

考
え
、
反
対
す
る
。

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

一
般
会
計
予
算
は
「
未

来
へ
の
戦
略
的
な
集
中
投

資
期
間
」
と
し
て
、
基
金

か
ら
約
30
・
５
億
円
を
繰

り
入
れ
、
財
政
調
整
基
金

の
年
度
末
見
込
み
が
約

26
・
８
億
円
と
な
る
。
し

か
し
、
本
市
の
標
準
財
政

規
模
か
ら
す
る
と
、

積
極
的
な
未
来
投
資

を
行
い
な
が
ら
も
財

政
の
弾
力
性
を
保
っ

た
予
算
編
成
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
市

債
残
高
は
３
３
５
億

円
か
ら
３
２
７
億
円

に
減
少
し
て
い
る
。

中
地
区
の
公
立
認
定

こ
ど
も
園
や
中
央
図

書
館
の
整
備
事
業
な

ど
は
、
本
市
の
子
育

て
・
教
育
環
境
を
引
き
上

げ
る
事
業
で
あ
り
、
評
価

す
る
。
ま
た
、
福
祉
人
材

の
移
住
・
定
住
を
推
進
す

る
事
業
、
児
童
生
徒
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
第
二
の

家
庭
・
学
校
と
な
る
居
場

所
の
創
設
、
イ
ン
フ
ラ
の

長
寿
命
化
や
Ｄ
Ｘ
推
進
事

業
な
ど
、
将
来
の
維
持
管

理
コ
ス
ト
を
低
減
さ
せ
、

国
庫
支
出
金
の
活
用
で
市

負
担
を
抑
え
、
効
果
を
追

求
し
た
戦
略
的
な
予
算
と

評
価
し
、
賛
成
す
る
。

　

企
業
会
計
予
算
で
は
、

水
道
事
業
の
健
全
経
営
と

市
立
病
院
の
使
命
達
成
を

図
る
予
算
を
高
く
評
価
し
、

賛
成
す
る
。

討 

論

市民の暮らし応援
最優先の予算編成を

日本共産党議員団

討 論討 論

未来を見据えた戦略的な
予算と評価する

超党・市民ファースト議員団

討 論討 論

貯金と借り入れのバランスの保持が大切

住民の暮らし応援優先に

　

地
域
医
療
提
供
体
制
の

さ
ら
な
る
拡
充
の
た
め
、

加
佐
診
療
所
に
「
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
設

置
し
、
訪
問
看
護
事
業
を

行
う
た
め
の
法
令
の
条
項

を
追
加
す
る
も
の
。
こ
れ

に
伴
い
、
使
用
料
や
手
数

料
な
ど
に
関
す
る
条
例
も

改
正
し
、
訪
問
看
護
料
の

額
の
根
拠
と
な
る
法
令
の

条
項
や
、
訪
問
看
護
を
利

用
す
る
方
へ
の
規
定
を
追

加
す
る
も
の
。

舞
鶴
市
病
院
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

屋
外
の
テ
ン
ト
等
の
サ

ウ
ナ
室
に
設
置
さ
れ
る
消

費
熱
量
が
小
さ
い
簡
易
的

な
サ
ウ
ナ
に
対
し
、
可
燃

物
と
の
距
離
や
熱
源
遮
断

装
置
の
設
置
な
ど
使
用
の

ル
ー
ル
を
新
設
す
る
と
と

も
に
、
大
規
模
地
震
時
の

電
気
火
災
対
策
と
し
て
住

宅
へ
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

の
普
及
促
進
を
定
め
る
も

の
。

和
す
る
の
か

Ａ　
既
存
店
舗
の
意
向
等

に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、

舞
鶴
市
が
考
え
る
ま
ち
づ

く
り
に
お
い
て
必
要
で
あ

る
た
め
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

舞
鶴
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正

総
務
消
防
委
員
会

　

西
舞
鶴
駅
の
東
側
の
区

域
に
お
い
て
、
本
市
が
目

指
す
「
ま
ち
な
か
居
住
」

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
必

要
と
な
る
利
便
性
の
向
上

に
向
け
、
建
築
物
の
制
限

を
緩
和
す
る
も
の
。

Ｑ

既
存
店
舗
か
ら
の
拡

大
の
意
向
に
基
づ
い
て
緩

特
定
用
途
誘
導
地
区
内
に

お
け
る
建
築
物
の
制
限
の

緩
和
に
関
す
る
条
例
制
定

産
業
建
設
委
員
会

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　
　

論

採
決
結
果

代
表
質
問

一
般
質
問

市
議
会
の
情
報
発
信

決　
　

議

定
例
会
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

4令和8年5月24日

令和8年2月24日の本会議初日および3月27日の最終本会議において、提案された議案に対して討論を行いました。

地
域

さ
ら

加
佐
診

護
ス

置
し
、

行
う
た

舞
鶴

置
等

一
部

予
算
の
概

4令和8年5月24日

案に対して討論を行いました。

常任委員会の審査内容
討  論

本会議において付託された議案は、市民文教委員会5件、産業建設委員会2件、福祉健康委員会3件、
総務消防委員会11件、予算決算委員会14件であり、それぞれの委員会で審査しました。



全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

一
般
会
計
予
算
に
整
備

新
幹
線
誘
致
推
進
費
３
４

０
万
円
が
組
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
北
陸
新
幹
線
の

敦
賀
以
西
ル
ー
ト
の
再
検

討
に
お
い
て
、
舞
鶴
ル
ー

ト
が
再
浮
上
し
検
討
対
象

と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

将
来
、
北
陸
新
幹

線
と
山
陰
新
幹
線

を
つ
な
ぎ
一
本
化

す
る
こ
と
は
、
太

平
洋
側
で
の
大
規

模
災
害
に
対
す
る

リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー

確
保
、
国
防
や
海

上
安
全
の
観
点
か

ら
も
国
全
体
に

と
っ
て
大
き
な
役

割
を
果
た
す
も
の

と
考
え
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
舞
鶴
市
の
み

な
ら
ず
、
京
都
府
北
部
連

携
都
市
圏
５
市
２
町
が
共

に
連
携
し
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
を
強
く
要
望

し
、
賛
成
す
る
。

　

水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
の
配
水
管

整
備
事
業
費
で
は
、
国
の

補
正
に
よ
る
追
加
内
示
を

受
け
、
舞
鶴
市
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
老
朽

化
し
た
水
道
管
の
更
新
を

行
う
も
の
で
、
人
口
減
少

が
加
速
す
る
中
、
将
来
の

水
需
要
を
踏
ま
え
た
適
正

口
径
と
、
地
震
な
ど
自
然

災
害
に
備
え
耐
震
性
の
あ

る
管
へ
取
り
替
え
を
行
う

も
の
で
、
賛
成
す
る
。

討 

論

北陸新幹線を舞鶴へ

東駅周辺からまちなかへ
ウォーカブルなまちづくり

新幹線誘致は北部5市2町と連携・協力して

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
は
、
地
方
交
付

税
の
再
算
定
に
よ
る
予
算

増
額
や
決
算
見
込
み
に
よ

る
事
業
の
減
額
も
行
っ
た
。

ま
ち
な
か
活
性
化
事
業
は
、

駅
、
中
心
市
街
地
か
ら
赤

れ
ん
が
へ
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル

を
推
進
し
、
エ
リ
ア
の
活

性
化
に
成
功
い
た

だ
き
た
い
。
学
校

の
ト
イ
レ
や
空
調

等
の
施
設
整
備
は

必
要
な
事
業
で
賛

成
。
令
和
８
年
度

一
般
会
計
予
算
は

７
年
度
を
上
回
る

予
算
だ
。
市
税
は

人
口
減
少
が
続
く

中
、
辛
う
じ
て
増

額
を
見
込
ん
で
い

る
。
事
業
は
新
規
・
拡
大

共
に
積
極
的
だ
が
、
基
金

の
取
り
崩
し
は
７
年
度
を

12
億
円
以
上
上
回
っ
て
お

り
、
義
務
的
経
費
も
11
億

円
近
く
増
加
し
、
２
年
間

で
22
億
円
以
上
に
な
る
。

地
方
交
付
税
も
約
73
億
円

あ
る
が
、
臨
時
財
政
対
策

債
の
償
還
分
が
約
13
億
円

含
ま
れ
て
い
る
。
財
政
規

模
が
大
き
い
だ
け
で
は
財

政
力
の
評
価
は
で
き
な
い

が
、
豊
か
な
市
民
生
活
と

活
性
化
の
た
め
、
積
極
的

な
財
政
稼
働
は
必
要
で
あ

り
評
価
す
る
。
世
界
情
勢

や
物
価
高
、
国
の
財
政
も

常
に
安
定
で
は
な
い
た
め
、

動
向
を
見
極
め
て
予
算
執

行
を
願
い
た
い
。

討 

論

北陸新幹線舞鶴ルートを

自民党鶴政クラブ議員団

討 論討 論

物価高や国の財政を
見極めて予算執行を

公明党議員団

討 論討 論

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

一
般
会
計
予
算
に
整
備

新
幹
線
誘
致
推
進
費
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事

業
は
、
北
陸
新
幹
線
の
敦

賀
以
西
ル
ー
ト
の
再
検
討

に
お
い
て
舞
鶴
を
経
由
す

る
２
ル
ー
ト
が
検
討
対
象

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
市
と

し
て
取
り
組
む
も
の
で
、

市
議
会
と
し
て
も

令
和
７
年
６
月
に

「
北
陸
新
幹
線
小

浜
・
京
都
ル
ー
ト

を
見
直
し
、
京
都

府
北
部
ル
ー
ト
を

再
考
す
る
こ
と
を

求
め
る
決
議
」
を

可
決
し
、
誘
致
に

向
け
進
め
て
い
る
。

京
都
府
北
部
の
持

つ
優
位
性
、
防
災

拠
点
と
し
て
の
重
要
性
、

太
平
洋
側
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
機
能
を
担
う
リ
ダ
ン
ダ

ン
シ
ー
を
確
保
す
る
こ
と

は
、
強
靭
な
日
本
海
側
国

土
軸
を
形
成
す
る
も
の
で
、

将
来
の
山
陰
新
幹
線
整
備

を
も
見
据
え
た
取
り
組
み

で
あ
り
評
価
す
る
。
し
か

し
、
２
案
い
ず
れ
も
京
都

駅
付
近
ま
で
の
沿
線
市
町

を
経
由
す
る
こ
と
か
ら
、

関
係
市
町
の
絶
対
的
な
協

力
と
理
解
な
く
し
て
誘
致

は
で
き
な
い
。
沿
線
市
町

の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

各
関
係
方
面
の
理
解
と
協

力
体
制
の
も
と
で
進
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
し
、

賛
成
す
る
。

※

※ ウォーカブルなまちづくり … 居心地が良く歩きたくなるまちづくり

整備新幹線誘致は
北部５市２町と連携を

新政クラブ議員団

討 論討 論

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　
　

論

採
決
結
果

代
表
質
問

一
般
質
問

市
議
会
の
情
報
発
信

決　
　

議

定
例
会
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

5

討　論令和8年2月24日の本会議初日および3月27日の最終本会議において、
提案された議案に対して討論を行いました。
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6令和8年5月24日

令和8年3月定例会での議案採決の結果は次のとおりです。この採決は、「押しボタン式投票」で行ったものです。
この結果は、舞鶴市議会のホームページでも公表しております。

全会一致で可決した条例議案
● 舞鶴市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市旅費条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市の市長及び副市長の給与に関する条例及び舞鶴市教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市火災予防条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市行政手続条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市組織及び分掌事務に関する条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市会計年度任用職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市特定用途誘導地区内における建築物の制限の緩和に関する条例制定について
● 舞鶴市農業公園条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市介護保険条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市印鑑条例の一部を改正する条例制定について
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兵
衛

新　

政

鶴　

政

鶴　

政

鶴　

政

鶴　

政

鶴　

政

公　

明

公　

明

公　

明

公　

明

共　

産

共　

産

共　

産

超　

党

超　

党

超　

党

超　

党

超　

党

議

長

は

採

決

に

加

わ

り

ま

せ

ん

【会派】鶴政…自民党鶴政クラブ議員団、新政…新政クラブ議員団、超党…超党・市民ファースト議員団、
         公明…公明党議員団、共産…日本共産党議員団　　☆舞鶴市議会の議員定数は25人です。
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全会一致で可決した予算議案
● 専決処分の承認を求めることについて（令和7年度舞鶴市一般会計補正予算（第7号））
● 令和8年度舞鶴市下水道事業会計予算
● 令和8年度舞鶴市病院事業会計予算
● 令和8年度舞鶴市貯木事業会計予算
● 令和8年度舞鶴市駐車場事業会計予算
● 令和7年度舞鶴市一般会計補正予算（第8号）
● 令和7年度舞鶴市一般会計補正予算（第9号）
● 令和7年度舞鶴市水道事業会計補正予算（第2号）
● 令和7年度舞鶴市駐車場事業会計補正予算（第1号）

全会一致で可決したその他の議案
● 辺地に係る公共的施設総合整備計画の策定について

全会一致で可決した議会提出議案
● 舞鶴市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について
● ウズベキスタン共和国フェルガナ州リシタン地区との姉妹都市締結に関する決議

出

席

者

数

議員名等（会派内は五十音順）

令和8年度舞鶴市一般会計予算

令和8年度舞鶴市水道事業会計予算

令和8年度舞鶴市国民健康保険事業会計予算

令和8年度舞鶴市介護保険事業会計予算

令和8年度舞鶴市後期高齢者医療事業会計予算

舞鶴市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について

舞鶴市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例制定について

イスラエルとアメリカによるイランへの武力攻撃を非難する決議

舞鶴市子ども・子育て支援法に基づく過料に関する条例の一部を改正する条例制定に
ついて

工事請負契約の変更について（重要文化財（建造物）舞鶴旧鎮守府倉庫施設舞鶴海軍
需品庫需品庫（6号棟）保存修理工事）

工事請負契約について（重要文化財（建造物）舞鶴旧鎮守府倉庫施設舞鶴海軍需品庫
需品庫（6号棟）保存修理工事その2）

議　　案　　名　　等

議会提
出議案

市　

長　

提　

出　

議　

案

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

21

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

否

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

投

票

者

総

数

賛

成

反

対

棄

権

議

決

結

果

上

野

修

身

鶴　

政

鶴　

政

尾

関

善

之

賛否が分かれた議案
【議決結果】 可…可決、修可…修正可決、否…否決、同…同意、不同…不同意、承…承認、認…認定、可認…認定及び可決、採…採択、不採…不採択
【賛否】 ○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、棄…棄権
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（令和8年3月定例会）会期：2月24日～3月27日議案の採決結果議案の採決結果議案の採決結果
議会ナビまいづる No.201



※一　　括…質問項目を一括して質問した後、一括して答弁を求める質問の方式
※２ 分 割…質問項目を分野ごとに２回に分けて質問し、その都度答弁を求める質問の方式
※一問一答…質問項目を一問ごとに質問し、その都度答弁を求める質問の方式

舞鶴市議会 検索

※質問事項のうち、各議員が記述の主な質問事項以外の詳細は、ホームページをご覧ください。
※本会議については、ＹouTubeで動画配信を行っておりますので、ホームページをご覧ください。

令和8年 舞鶴市議会3月定例会代表質問

二次元コードの使い方

代表質問・一般質問の記事をリニューアルしまし

令和8年3月6日

順番 質問方式

一問一答

２分割

一括

一問一答

一問一答

1

2

3

4

5

1 市政運営について

3 新幹線誘致について

1 市長のまちづくりの「基本姿勢」について

3 「舞鶴市公契約条例」の制定について

1 市政運営の基本方針と令和８年度予算編成について

1 令和８年度の予算編成について

3 市民にやさしい市役所について

2 地域医療構想について

4 学校教育について

2 市内公的４病院の再編・統合について

4 「市民の命と健康を守る」施策について

2 雨水管理総合計画について

1 新幹線舞鶴ルートについて

3 舞鶴まちなか高専構想について

5 中央図書館の利用について

7 赤れんがパークとまちなかエリアの回遊について

2 旧マイコムの除却について

4 介護ニーズの多様化について

6 病院再編について

8 ローカルベンチャー育成について

氏　名 質問事項

超党・市民ファースト議員団
廣瀬　　昇

新政クラブ議員団
田畑　篤子

自民党鶴政クラブ議員団
谷川　眞司

日本共産党議員団
小西　洋一

公明党議員団
上羽　和幸

代表質問通告要旨 代表質問一覧表

スマートフォンまたはタブレットの標準カメラアプリ、または、二次元コード読み取りアプリを起動します。

画面の枠内に二次元コードが収まるよう
にレンズを向けます。

画面にＵＲＬ（リンク）や通知（メッセー
ジ）が表示されます。

表示をタップ（タッチ）すれば、リンク先
が表示されます。（代表質問・一般質問の
二次元コードからは、舞鶴市議会公式
YouTubeチャンネルの動画が表示され
ます。）

今回から、より読みやすく分かりやすい「議会ナビまいづる」を目指して、順次紙面を
リニューアルしていきます。
　第一段として、代表質問・一般質問の掲載内容を改めました。
　質問者自身がピックアップした質問と答弁の概要をＱ＆Ａ方式で１つだけ掲載し、質問内容
全体も分かるように、二次元コードから動画を見ることができるようにしました。

1
2

3

4

1 2 3 4
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8令和8年5月24日

令和8年3月6日に本会議を開き、5人が代表質問を行いました。質問事項は次のとおりです。

をリニュ アルしまし事をリニュ アルしまし

予
算
の
概

8令和8年5月24日

質問を行いました。質問事項は次のとおりです。

代表・一般質問の記事をリニューアルしました
代表質問



新幹線誘致は、舞鶴市単独の活動だけ
では限界があり、近隣市町の理解と協
力なくして誘致活動は成り立たない。
どう協議され、連携をされるのか。

舞鶴市の関係者が盛り上がりをつくる
のが何より大事である。今はこの時間
がない中で盛り上がりをつくるのは、
舞鶴市からという認識で活動している。

新政クラブ議員団

田 畑  篤 子
質問の
録画映像

Q

A

北陸新幹線敦賀以西ルートのゆくえは

入札における積算単価の公表について
は「慎重に検討する」との答弁であっ
たが、スケジュール感をどのように考
えているのか、市長の見解を問う。

積算単価の公表時期については、現時
点では断言できないが、今後、庁内で
検討する「座組」をつくり、しっかり
と検討していきたいと考えている。

日本共産党議員団

小 西  洋 一
質問の
録画映像

Q

A

公正・公平な競争入札に

東西２拠点への地域医療再編では重点
支援区域への申請、４病院本部との協
議状況、市民への説明と合意形成につ
いて、今後の再編の道筋を問う。

公的4病院の東西2病院への再編に向
け、国へ重点支援区域の申請を行う。
また、各病院と具体的な協議を進め、
令和8年内に市民へ再編の道筋を示す。

超党・市民ファースト議員団

廣 瀬  　 昇
質問の
録画映像

Q

A
市民の命と地域を守り抜く「地域医療の
抜本的再編」への確固たる道筋について

舞鶴市は今年から開庁時間を短縮した。
職員の働き方改革は必要だが、市民か
ら不信の声を聞く。市民の立場に立っ
た丁寧な対応を願いたいがどうか。

我々が襟を正し、訪れていただく市民
に思いをはせ、常に市民のことを考え
て仕事をしようということを職員にも
周知徹底してまいりたい。

公明党議員団

上 羽  和 幸
質問の
録画映像

Q

A

舞鶴市役所は働き方改革で開庁時間を短縮

「舞鶴まちなか高専構想」において、
舞鶴工業高等専門学校がどのような役
割を果たすと考えるのか。本市の見解
を問う。

理工系学生の減少は技術者不足につな
がることから、地域の理系人材の育成
や産業振興の技術革新の拠点として、
その役割が強化されるものと考える。

自民党鶴政クラブ議員団

谷 川  眞 司
質問の
録画映像

Q

A

「舞鶴まちなか高専構想」覚書締結式
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代表質問令和8年3月6日に本会議を開き、5人が代表質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。

議会ナビまいづる No.201



令和8年 舞鶴市議会3月定例会一般質問 令和8年3月9日、10日

順番 質問方式

松田　弘幸

眞下　隆史

川口　孝文

伊田　悦子

仲井　玲子

杉島　久敏

眞下　弘明

南　　正弘

小杉　悦子

西村　正之

小谷　繁雄

今西　克己

水嶋　一明

高橋　秀策

野瀬　貴則

上野　修身

福本明日香

山本治兵衛

尾関　善之

一問一答

一問一答

一問一答

一問一答

３分割

一問一答

一問一答

一問一答

一問一答

一括

一問一答

一問一答

一括

一括

一問一答

一問一答

一問一答

一問一答

一問一答

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

1 JR東舞鶴駅周辺の開発について

1 中学校部活動の地域展開について

1 市民生活に大きな影響を与えた雪対策について

3 子どもの笑顔がみえる学校給食について

1 株式会社ユビタス誘致による今後の希望と展望について

3 市民の生活と安全を守る地域観光マネジメントについて

1 教員の働き方改革について

1 舞鶴市の将来の公共交通の在り方について

1 舞鶴市の未来について

3 除雪について

1 国民健康保険事業について

3 農業や漁業の振興について

1 海上自衛隊舞鶴基地について

1 誰もが安心して暮らせる住まいの確保支援について

1 過疎地域及び条件不利地域における集落の現状について

1 国内フェリー舞鶴小樽航路について

1 北陸新幹線誘致について

3 水道ビジョンについて

1 EBPM（根拠に基づく政策立案）について

1 地域コミュニティ活性化について

1 本市の学校教育について

3 西舞鶴駅西口駅前広場について

1 高潮対策について

1 人口減少下における献血推進戦略と、若年
　層の「自分事化」を促す施策について

2 人口減少時代における「地域課題解決型予
　算」の導入と市民協働の深化について

1 舞鶴市の文化振興と、その文化をたしなむ
　方々への対応について

2 土木インフラ維持管理とデジタルメンテナ
　ンスの推進について

2 戦略的な企業誘致政策について

2 有害鳥獣等の捕獲・駆除等について

2 誰もが安心して利用できる本市保育行政について

2 民間賃貸住宅における家主の負担軽減について

2 廃校となった学校施設（跡地）の利活用について

2 舞鶴市役所の有料駐車場の除雪について

2 教育用タブレットについて

2 重度障害者の医療的ケアと暮らしの場の確保について

2 遺贈寄附について

2 地場産野菜の活用と支援について

2 若者の進路等による動向について

氏　名 質問事項

※一　　括…質問項目を一括して質問した後、一括して答弁を求める質問の方式
※３ 分 割…質問項目を分野ごとに3回に分けて質問し、その都度答弁を求める質問の方式
※一問一答…質問項目を一問ごとに質問し、その都度答弁を求める質問の方式

※質問事項のうち、各議員が記述の主な質問事項以外の詳細は、ホームページをご覧ください。
※本会議については、ＹouTubeで動画配信を行っておりますので、ホームページをご覧ください。

舞鶴市議会 検索

一般質問通告要旨 一般質問一覧表
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10令和8年5月24日

令和8年3月9日、10日
予
算
の

10令和8年5月24日

一般質問令和8年3月9日、10日に本会議を開き、19人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



人口減少を攻めの好機と捉え、地域が
自律的に課題解決を図る地域課題解決
型予算を導入し、市民を地域の経営主
体とした新しい市民自治の確立を。

人口減少を変革の好機と捉え、令和8
年度に対話型ワークショップを開催。
市民と行政が共に目指す地域コミュニ
ティの姿を市の方針として策定する。

公明党議員団

松 田  弘 幸
質問の
録画映像

Q

A

地
域
課
題
解
決
型
予
算
を
配
分
し
、

課
題
解
決
を
図
る
仕
組
み
を

直近の企業誘致で本市が保有する工業
用地はなくなったものと認識している。
今後の企業誘致において新たな土地取
得が必要と考えるが、見解を問う。

令和8年度に新たな産業用地確保に向
けた適地調査が実施予定である。その
後、調査結果を踏まえた基本整備計画
を策定し、用地の造成や取得を行う。

新政クラブ議員団

眞 下  隆 史
質問の
録画映像

Q

A

全敷地が埋まる予定の平工業団地

中学校部活動は、令和8年度2学期か
ら休日の地域クラブ活動「まいかつ」
へ移行される。移動手段に不安がある
保護者や生徒の参加促進への支援策は。

「まいかつ」参加者の移動は、公共交
通機関で参加しやすい場所や時間に配
慮し、周辺地域の生徒がタクシーを利
用できる仕組みを引き続き検討する。

自民党鶴政クラブ議員団

川 口  孝 文
質問の
録画映像

Q

A

中学校給食のアンケートでは、冷たい
から残すとの回答もあった。以前提案
した親子方式も含め、スクールランチ
方式を見直すべきでは。見解を問う。

スクールランチ方式が終着点であると
は考えてない。親子方式を実施してい
る自治体も参考にしながら、より良い
学校給食のありかたを研究していく。

日本共産党議員団

伊 田  悦 子

仲 井  玲 子

質問の
録画映像

Q

A

観光客が増えつつある吉原地域の生活
圏を守るため、観光客に明るくマナー
を伝えることが必要では。また、五老
ケ岳駐車場の交通渋滞に対する対策は。

SNS等での情報発信や生活圏のゾーニ
ング説明板を設置し、対面でのガイド
や順路案内など地域内マナーの周知を
図る。五老ケ岳駐車場は対策講じる。

超党・市民ファースト議員団

質問の
録画映像

Q

A

温かい学校給食で笑顔に
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和
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２
学
期
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る「
ま
い
か
つ
」
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光
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る
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の
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質問事項は次のとおりです。
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自動採点システムの導入は、教員不足
の課題解決、長時間労働防止を推進し
ていく上で有用であり、早期導入を検
討すべきと考えるが、本市の見解は。

市における校務DXの推進に向け、自
動採点システム導入の可能性や効果的
な運用方法について、実証実験に基づ
き前向きに検討を進める。

公明党議員団

杉 島  久 敏
質問の
録画映像

Q

A

自
動
採
点
シ
ス
テ
ム
の
様
子

公共交通における人手不足や法規制が
厳格化する中、移動の利便性と事業の
持続性をどう両立させるのか、将来の
公共交通の在り方について問う。

公共交通は市民生活を支える重要な社
会基盤であることから、公共交通事業
者や関係機関と連携し、持続可能な公
共交通ネットワークの維持に努める。

新政クラブ議員団

眞 下  弘 明
質問の
録画映像

Q

A

本市の公共交通の未来は

降雪前に小型除雪機を借りることはで
きないか。小中学校で保管しておき、
通学路の除雪など必要なときに借りら
れるシステムの構築は難しいか。

自治会単位で小型除雪機の貸与を進め
ており、小中学校の敷地内に保管する
ことも可能である。体制の構築につい
ては、関係者でご協議いただきたい。

自民党鶴政クラブ議員団

南 　  正 弘
質問の
録画映像

Q

A

令和8年度の国保料は年平均1万円引
き上げとなり、物価高騰で市民の暮ら
しが厳しい中、国と府へ補助金増額を
要望し、保険料引き上げ中止を求める。

国保財政は加入者の減少や医療給付費
の増加、基金残高の減少などから、今
後も厳しい状況が予想され、保険料に
ついても増加するものと考える。

日本共産党議員団

小 杉  悦 子

西 村  正 之

質問の
録画映像

Q

A

本市と海上自衛隊舞鶴基地は、鎮守府
開庁以来120年以上にわたり基地とと
もに発展してきた歴史がある。海上自
衛隊舞鶴基地の貢献度について問う。

海上自衛隊には災害対応や文化、観光、
市財政等に貢献していただいている。
引き続き連携を図り、共存によるまち
づくりを力強く推進していく。

超党・市民ファースト議員団

質問の
録画映像

Q

A

舞鶴と共に歩む海上自衛隊

国保料の引下げで安心して医療を

積雪で歩きにくい通学路
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一般質問令和8年3月9日、10日に本会議を開き、19人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



住まい相談の複雑化を踏まえ、早期支
援や入居後支援、地域関係者が連携し
た支援体制の強化など、切れ目のない
支援が必要となるが、本市の見解は。

研修で生活支援相談センターの相談員
の専門性を高め、市内不動産事業者か
ら4社7人にサポーターとして登録い
ただき、入居支援の体制強化に努める。

公明党議員団

小 谷  繁 雄
質問の
録画映像

Q

A

過疎地域等の多くの集落は、人口減少
と高齢化の進展に伴う生活扶助機能の
低下などが深刻な問題となっている。
集落支援員配置の必要性を問う。

地域活性化センターを拠点として条件
不利地域に対する取り組みや情報収集
などやりたいと考えているため、現在
は集落支援員の配置は考えていない。

新政クラブ議員団

今 西  克 己
質問の
録画映像

Q

A

舞鶴小樽航路を次世代へ引き継ぎ活性
化させることは、本市の持続可能な成
長にとって重要である。本航路のさら
なる活性化に向けた支援の考えは。

旅客利用促進とあわせ、市内滞在や消
費を喚起する仕組みづくりを新日本海
フェリーと取り組み、次世代への普及
啓発・航路認知度の向上に努める。

自民党鶴政クラブ議員団

水 嶋  一 明

高 橋  秀 策

質問の
録画映像

Q

A

北陸新幹線舞鶴ルートの優位性と整備
新幹線の目的にある国の発展と地域振
興を広く訴えていく必要がある。新幹
線誘致の意義と今後の取り組みは。

次の世代がこのまちに誇りを持ち、夢
を描き続けることができる地域を築い
ていくため、市議会、経済界と連携し、
新幹線誘致活動に取り組んでいく。

超党・市民ファースト議員団

野 瀬  貴 則

質問の
録画映像

Q

A

病院再編や公共施設の統合など影響の
大きい事案を決める際に、市民意見を
反映させるため、住民投票や投票所で
の住民意向調査をする考えはあるか。

住民投票という手法は承知しているが、
これまで以上に積極的に市民から意見
を聞いて合意形成を図っていることか
ら、現時点で実施する考えはない。

新政クラブ議員団

質問の
録画映像

Q

A

市民意見が反映されやすい市政に

期待される新幹線誘致

新造船「けやき」が就航

中山間地の奥地に点在する条件不利地域

相談者に寄り添った住まいの相談
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一般質問令和8年3月9日、10日に本会議を開き、19人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。
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地域コミュニティは、防災、防犯等の
面で重要な役割を担っているが、年々
希薄になりつつある。自治会組織の現
状と今後の取り組みについて問う。

令和8年1月の自治会数は363、加入率
83.7％である。ワークショップを開催
し、市民と行政が共に目指すコミュニ
ティの姿を市の方針としてまとめる。

自民党鶴政クラブ議員団

上 野  修 身
質問の
録画映像

Q

A

職員不足が深刻化する中、熟練者の暗
黙知を言語化・データ化し、高潮予測
や遠隔監視等のＤＸ基盤へ集約・形式
知化する具体的な検討状況を問う。

今後は日本工営株式会社と連携し、形
式知であるデータ駆動型管理へ進化さ
せる。高潮ガイダンス等の活用で標準
化を図り、持続可能な体制を目指す。

超党・市民ファースト議員団

福 本 明日香
質問の
録画映像

Q

A

本市の文化振興基本計画では、文化活
動をされている市民への啓発は重要と
しているが、文化振興とその文化をた
しなむ市民に対する考え方を問う。

「すべての市民が文化を楽しみ、創造
できるまち舞鶴」の実現に向け、市民
の文化活動の一層の推進に努め、さま
ざまな事業に積極的に取り組む。

新政クラブ議員団

山 本 治兵衛
質問の
録画映像

Q

A

今年も高潮が発生する時期を間近に控
え、高潮発生時にはトイレが使えない
という衛生面、身体面における深刻な
状況をどのように認識しているのか。

令和８年度には改めて高潮時の侵入水
調査を実施して、海水の侵入経路の特
定や原因の絞り込みを行い、計画的に
ハード対策に取り組む考えである。

自民党鶴政クラブ議員団

尾 関  善 之
質問の
録画映像

Q

A

高
潮
に
よ
る
住
宅
地
の
浸
水
状
況

文化活動は市民の生活をより豊かにする

インフラ維持管理DXの効果

地域コミュニティ活性化

議会と未来を語ろう議会と未来を語ろう議会と未来を語ろう
～みんなでほっとミーティング～

　舞鶴市議会では、まちづくりの主役である「市民の皆さま」と、住
民自治の根幹である「市議会」が一緒に舞鶴市の将来（よりよいまちづ
くり）について考え、市政に反映させるために、市民の皆さまとの意

見交換の場として、定例会の翌月を目途
に、「議会と未来を語ろう ～みんなでほっ
とミーティング～」を開催しています。
　次回は、7月に開催する予定です。詳
細は、決まり次第、ホームページ等でお
知らせします。ぜひご参加ください。

次回の開催予定

日 時：７月12日（日）
         午前10時から
場 所：中総合会館 ４階 ホール
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質問事項は次のとおりです。



舞鶴市議会の情報発信
　舞鶴市議会の情報発信の方法として、議会ナビまいづるやホームページのほか、
YouTube、Facebook、ＦＭ放送などを活用し、相互にリンクさせながら、皆さまに
届く広報を目指して取り組んでいます。

　本会議や委員会のライブ配信・録画配信に加え、
定例会の概要報告や委員会の活動報告など、舞鶴市
議会がどのような活動をしているかをお知らせする
動画を配信しています。
　また、さらに多様な情報を発信したいとの思いか
ら、ＦＭ放送部会で企画を練り、会派の紹介や女性
議員からのメッセージなど、定期的に動画を作成し
て配信しています。

届く広報を目指して取り組んで

　本会議や委員会のライブ配信
定例会の概要報告や委員会の活動

YouTube
　本会議や委員会の開催予定、内容報告、行事のお
知らせなどを短い文章で写真等を添えて発信してい
ます。
　また、その投稿からホームページや動画をご覧い
ただけるようにリンクを貼り付け、詳しく知りたい
方に、その入口として活用いただける発信に努めて
います。

、
市

　本会議や委員会の開催予定、内容
知らせなどを短い文章で写真等を添

Facebook

　定例会の開催月（３
月、６月、９月、12月）
を除く月１回、ＦＭ
まいづるの「ななこ
ちゃったラジオ」に議
員が出演しています。
　定例会の内容や市議会が進めている取り組みな
ど、議会に関するいろいろなことをお話ししている
ほか、出演する議員の趣味や近況などのプライベー
トにも少し触れています。

　定例会の開催月（３
月、６月、９月、12月）

FMまいづる
　舞鶴市議会に関するあらゆる情報を掲載し、皆さ
まが詳しく知りたいと思われたときには、ホーム
ページを見ていただければ分かるという状態を目指
しています。
　また、情報を見つけやすいように、構成等も随時
見直していきます。

　舞鶴市議会に関するあらゆる情報を掲
まが詳しく知りたいと思われたときに

ホームページ

「女性議員を増やしたい！」
女性議員からのメッセージ

「舞鶴市議会からのお知らせ」
など、議員から情報を発信

チャンネル登録
お願いします！

ジ

Facebookの
フォローを

お願いします！

こ
れ
ま
で
の

主
な
放
送
テ
ー
マ

こ
れ
ま
で
の

主
な
放
送
テ
ー
マ

「定例会の議案紹介、審査報告」
「市民と議会のわがまちトーク」
「議会の情報発信の取り組み」
「広報会議」  「議会運営委員会」
「議員研修会」  「請願・陳情」
「議会学習会」

舞鶴市議会 検索ホームページアドレス
https://www.city.maizuru.kyoto.jp/sigikai/過去の放送内容もお聴きいただけます。
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6月定例会予定6月定例会予定6月定例会予定6月定例会予定
※予定は変更することがあります。

本会議（開会・提案説明）
請願受理締切
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問、議案質疑）
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会

本会議（委員長報告・質疑・討論・採決・閉会）

6 月
3日（水）
10日（水）
15日（月）
16日（火）
17日（水）
19日（金）
22日（月）
26日（金）
7 月
2日（木）

区
と
は
、
す
で
に
多
く
の
人

材
交
流
の
実
績
が
あ
り
、
本

市
の
福
祉
や
産
業
界
で
の
活

躍
な
ど
連
携
を
深
め
て
い

る
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
リ

シ
タ
ン
地
区
と
の
引
揚
げ
の

史
実
を
縁
と
し
、
未
来
志
向

の
人
材
交
流
、
教
育
交
流
及

び
産
業
連
携
を
柱
と
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た
姉

妹
都
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締
結
を
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進
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

決　

議

令
和
８
年
３
月
定
例
会
に

お
い
て
議
会
提
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し
、
可
決

し
た
決
議
は
次
の
と
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り
で

す
。
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キ
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ェ
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州
リ
シ
タ
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地

区
と
の
姉
妹
都
市
締
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に
関

す
る
決
議

　

舞
鶴
市
は
、
戦
後
の
引
揚

げ
の
歴
史
を
有
す
る
全
国
で

も
特
異
な
都
市
で
あ
り
、
旧

ソ
連
地
域
か
ら
多
く
の
邦
人

が
帰
還
し
、
本
市
は
そ
の
引

揚
げ
の
地
と
し
て
温
か
く
迎

え
入
れ
、
再
出
発
を
支
え
て

き
た
。

　

こ
の
歴
史
的
事
実
は
、
単

な
る
過
去
の
出
来
事
で
は
な

く
、
和
解
と
友
好
、
そ
し
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未
来
へ
の
史
実
の
継
承
と
お

互
い
の
繁
栄
に
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り
組
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特

別
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し
て
い
る
。

　

ウ
ズ
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キ
ス
タ
ン
共
和
国

フ
ェ
ル
ガ
ナ
州
リ
シ
タ
ン
地

「議会ナビまいづる」ができるまで「議会ナビまいづる」ができるまで

　今号より、「まいづる市議会だより」から「議会ナビまいづる」に名称を変更
しました。
　議会ナビまいづるは、議会報編集部会が中心となって作成しています。
　この部会は、各会派から１人ずつ選出された議員と副議長の合計６人で構
成しており、紙面割を検討して各議員に原稿の執筆を依頼し、出された原稿
に間違いがないか、伝わる内容になっているかなどをチェックし、印刷事業
者から届く原稿の確認・修正等を行います。
　また、他の議会の例から学ぶなど、より
良い紙面づくりに向けた取り組みを進めて
おり、今回から順次紙面をリニューアルし
ていきます。
　リニューアルに対するご意見は議会事務
局まで。

手話通訳者・要約筆記者を配置できます

本会議や委員会等はどなたでも

傍聴することができます。

本会議や委員会等はどなたでも

傍聴することができます。

本会議や委員会等はどなたでも

傍聴することができます。

聴覚等に障害のある方が本会議等を傍聴される場合は、事前予約により、手話
通訳者・要約筆記者を配置します。
ご希望の方は、傍聴予定日の７日前の午後５時までに「手話通訳・要約筆記

申込書」に必要事項を記入の上、窓口へ持参、またはFAX、郵送によりご提出
ください。
なお、日程の都合などにより、手話通訳者・要約筆記者が配置

できない場合がありますのでご了承の上、お早めにご相談ください。

詳しくはホームページをご覧ください。

詳しいお問い合わせは市議会事務局へ　☎66-1060

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

舞鶴市議会 検索

議会報編集部会によるチェック
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決議・「議会ナビまいづる」ができるまで
定例会の予定




